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　問同サービスネットワーク☎090・6744・4433

地域の皆さんの協力で地域に合わせた活動が進んでいます

地域のことは地域で。「買い物ツアー」が好評

「お出かけツアー」と「電動カートによる地域内運行」を模索

サロン送迎で高齢者が生き生きと暮らすまちへ

福祉有償運送で介護と運転がひとつながりとなったサービスを提供

　地域の移動支援は、高齢化が加速する社会にお
いて、単なる移動手段だけではありません。
　綾瀬市の活動は、「より便利なくらしの足」を目
指していることが特徴です。
　移動支援コーディネーターとして市内各地へ出
向き、移動支援活動を広げるお手伝いをさせてい
ただいておりますので、団体の発足や運営をお考
えの方は、ぜひご相談ください。

　吉岡地域では、令和元年10月から買い物の荷物
を持っての移動に負担を感じ
る高齢者を対象に、月3回市
内スーパーへの買い物支援を
行っています。社会福祉法人
唐池学園から、2台のワゴン車
の貸与と運転手の協力をいただき
大変助かっています。

　みんなでお買い物に行く楽しさで笑顔いっぱいの参加者と接することは、
私たちにとっても楽しみなひとときです。地域のボランティアをはじめ、多く
の方に支えられながらこれからも頑張りたいと思います。
　　

　元気高齢者のまちといわれ
る綾西地域でも、移動支援は
利便性の向上だけでなく、住民
相互のふれあいや交流の場とし
て今後重要なツールになると考
えています。近場であっても
一人では訪れにくい場所へ乗り合いでお出掛けする「お

出かけツアー」と、国土交通省が推奨している、グリーンスローモビリティといわ
れる電動カートなどを活用した買い物送迎にも挑戦していきたいと考えています。
※グリーンスローモビリティ：電動で時速20㎞未満で公道を走る4人乗り以上のパブ
リックモビリティ

　高齢者が気軽に立ち寄って話
し合える憩いの場として、平成
26年に開所したサロン「なごみ」
は、映画観賞会やカラオケ、食
事会、刺しゅうなどの手作り作品
会など、年間を通じた活動に多くの高齢者にご利用い
ただいております。
　しかし、利用者が近隣に住んでいる方に偏っている

ことが課題になっていたため、サロン送迎の試験運行を2回実施いたしました。
　今後も試験運行を重ねて効果を検証していくだけでなく、より集まりやすい
サロン運営を目指し、バーチャルサロンの導入なども検討していきたいと考え
ています。

　「住み慣れた地域で、歳をとっても障が
いがあっても自分らしく暮らしていきたい」
そんな願いを応援したくて、令和2年4月
から「困ったときはお互いさま」の気持ちで、
一人で外出が困難な方のお出掛けを支援す
る会員制の移動支援サービスを開始しました。
　病院や学校の送迎をはじめ、買い物やお楽しみのお

出掛けなど、運転だけでなく、着替え、トイレや食事の介助など、お出掛けの
ために必要なお手伝いもしています。

地域での運行会議の様子

サロン再開に向けて準備を進めています

お出かけツアー
の様子

買い物ツアーの様子

買い物ツアーに出発する様子

　公共交通機関を利用することが困難な方の移動を支援す
る、住民参加型移動支援団体育成のため、地域の外出支援
の担い手を養成する講座を実施します。
　外出支援（運転・添乗・付き添い）に必要な基礎知識や心構
え、リスクマネジメント、車いすの扱い方などについて講義
や介助・運転実習で学びます。
　同講座は、国土交通大臣が認定する福祉有償運送運転者

外出支援（運転・添乗・付き添い）担い手養成講座
講習で、通常個人で受講する場合は8000円程度の受講料が
かかりますが、無料で受講することができます。
　講師は認定NPO法人かながわ福祉移動サービスネット
ワーク他。
　時2月6日（土）9時～ 17時場保健福祉プラザ対市内在住の
方定18人（申込順）申1月4日から福祉総務課☎70・5613

昨年10月に電動カー
トの試験運行を実施
しました

車いすでのお出掛
けにも対応

綾西みんなの足　
代表　川島 実さん

寺尾南地区社会福祉協議会
サロン「なごみ」

代表　中山 惠之さん

NPO法人おでかけ綾瀬　
理事長　柴田 雄二さん

　問川島☎0467・76・3530

　問中山☎090・2163・2580

　問同法人☎080・7610・3367
おでかけ綾瀬
車いす対応車両

サロン送迎に出発する支援者

認定ＮＰＯ法人かながわ
福祉移動サービスネットワーク

　副理事長

河村 尚子さん

地域で生きる・地域で暮らす、新たな試み特集

買い物ツアーに参加した皆
さんからは「助かったわ」「皆
さんと一緒のお買い物は楽
しかった！」との声

吉岡地区社会福祉協議会
吉岡買い物支援プロジェクト 

代表　加藤 功さん

試験走行で今後の課
題が見えてきました

試験運行の様子

“お互いさまだから”が合言葉

　「住み慣れた地域でいつまでも自分らしく暮らしたい」
とは、誰もが願うこと。例えば、年齢を重ねて足腰が弱っ
てきても、障がいがあっても、自由に出掛けたり、日ご
ろの買い物や人との会話を楽しんだりできたら。そして
「一緒にどう？」と声を掛けたり、掛けられたりできたら
こんなうれしいことはありません。

　吉岡・綾西・寺尾南地区で行われている移動支援な
どの取り組みやNPO法人おでかけ綾瀬の活動を紹介し
ます。
　困っているとき、誰もが「お互いさまだから」と助け合
える社会を一緒に築いていきませんか。

問福祉総務課☎70・5613

問同プロジェクト☎090・4849・9990


